
十分 ２点
達　成 １点
やや不十分 －1点
不十分 －2点

達成度 範  囲
十　分 目標値＋10％以上
達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満

やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

資
料
の
充
実
・
有
効
活
用

館有資料の
拡充状況

点 資料収集は、寄贈・寄託に頼ら
ざるを得ないため、目標値の設
定は困難。

-2

評価基準

生涯学習支
援

12

13

84.1

件

2レファレンス

292

861

利
用
状
況

利
用
状
況

1

歴史教室やわくわくサタデー
ミュージアム事業などを対象と
している。

2
企画展「後北条氏の城－合戦と支
配－」の実施

12,252

％85

8,980

企画展示

-1

11

普及事業への参
加率

人
企画展示の総観
覧者数

施 設 名

資料の収
集・保管

指標

当館には、中・近世の歴史資料が多数収蔵されている。長年にわたる収集で収蔵数が
増大し、収容スペースが限界に近い状況のため、厳選している。計画的な収集を行っ
ている。保管については、ＩＰＭによる資料管理の励行と環境調査、燻蒸を実施し保
全に努めている。

埼玉県立嵐山史跡の博物館

項目
評価の配分

特記事項
目標値

2入館者
年間の総入館者
数

60,638

67,323

10

人

常設展示

8

9
生涯学習支
援

企画展示

2

2
75

総合的な満足度
(｢満足｣の割合)

歴史教室やわくわくサタデー
ミュージアム事業などを対象と
している。

85

93.3

％

-1
企画展「後北条氏の城－合戦と支
配－」の実施

％80

82

件
データベースの
利用状況

％

公開していない

外部からの
要請等によ
る利用状況

6

点
写真原板等利用
状況

37

9

67

4

2

3

点

2

158

5
館蔵資料の
貸出

視
点

-2
常設展の展示替えによる活用を
図る

館主催事業
等での利用
状況

館内での活用

館有資料の
充実

総合的な満足度
(｢満足｣の割合)

21

平成１９年度博物館施設評価シート

館外での活用

65 点

-2
比企歴史の丘巡回文化財展のほ
か、学校等出前授業への館有資
料の活用を図る。

評
価

サ
ー

ビ
ス
の
水
準

7

達成値

44

83 点

0

普及事業の総合
的な満足度(｢満
足｣の割合)

79.5



十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上
達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上
達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上

十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満

不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上
達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上

達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上
十　分 目標値＋10％以上
達　成 目標値＋10％未満
やや不十分 目標値－10％未満
不十分 目標値－10％以上

総　合　評　価

16

17職員の派遣

児童生徒利
用

学校利用受
入

市
町
村
支
援

人
研究発表会
の開催

研究発表会への
参加者数

28

円
効率的運営

博物館の自立度
（観覧料収入）

27

博物館の自立度
3.4

3.7

％

％

％

1

施設の活用
開放施設の活用
度

25

効率的経営

開放対象施設ではない。

連
携
・
交
流

調
査
研
究

そ
の
他

研究紀要の発行、企画展の実施

-1

文化庁の「芸術拠点形成事
業」、ロビー展示等の実施にお
いて、一般県民や民間企業、及
びＮＰＯなどの団体と連携を図
る。

連携事業等の取
り組み

26

各
館
別
評
価

件
研究成果の公開
状況

1

2
224

研究成果の
公開（発表
会・印刷物
等）

％43.5

達成度（合計評価点÷測定値設定数）

点

合計評価点

ボランティアの
活動

236

415

件

件連携事業等の取
り組み(市町村･
学校を除く)

12

11

20

21

22

23

ボランティ
ア

学校連携

市町村連携

その他

歴史教室やわくわくサタデー
ミュージアム事業などを対象と
している。

博学連携体験学習等を対象とし
ている。

連携事業等の取
り組み

37

40

2
人

1

比企歴史の丘整備促進事業の推
進を図っている。

6

件

件
2
比企歴史の丘整備促進事業の推
進を図っている。

5

19職員派遣

件

-2

市町村(博物館
施設及び他の行
政機関)への職
員派遣

23

24
1

博学連携体験学習等を対象とし
ている。

資料貸出
教育普及資料等
貸出数

8

2

18

1,954
2

博学連携体験学習等を対象とし
ている。

ゲストティー
チャーとしての
派遣数

29

26

件

-1

博学連携体験学習等を対象とし
ている。

-2
博学連携体験学習等を対象とし
ている。

学校教育活動に
おける利用数

43

37

校

人

2
インターネット
での情報利用

27,641

32,093

件

児童生徒の参加
者数(学校週５
日制対応事業を
含む)

908

広
報

14
ホームペー
ジ

学
校
支
援

15

10



基礎データ

　　1,002　千円

(　917　千円)
(注) 平成１９年４月１日現在の埼玉県推計人口は ７，０８５，２２０　人である。

県民人口に対する
利用者の割合
(平成18年度)

　118.1　万人
職員１人あたりの

県民人口　30,505　千円
総予算額

(人件費を除く)(4　人)

　6　人

0.9%　　

評
価

課
題

職　員　数

平成１９年度は文化庁からの補助を得て芸術拠点形成事業に取り組んだ。その結果、平成２０年３月２８日をもって今
までの当館だけの指定から近隣の杉山城、小倉城、松山城の４城で「比企城館跡群」として国の史跡に指定された。普
及事業では一般向けの事業は好評であったが、学校向けの事業は不十分に終わった。

収蔵資料点数

平成18年度

収蔵資料点数

　8954　　点

　8954    点
特定財源予算額

対
応
の
方
向

　　17,704　千円

（うち学芸員数）

(うち観覧料収入)

　４城指定を活かし、地元各町とより連携を深め、史跡の活用に取り組む必要がある。また、資料の整理や有効活用を
図ることが求められる。

地元の町に置かれる整備委員会に協力し、全体として魅力ある城館跡群の整備を図ること及びそれを核として教育普
及活動に重点を置くこと。

利用者１人あたりの
コスト(平成18年度) 　　477　 円

事業経費
(上記の内数)


